
建
学
の
精
神
の
実
現
を
目
指
し
て

我
々
の
活
動
に
ご
理
解
を力

たかなわ会
会長
福田

先
ご
ろ
の
西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め 、

度

重
な
る
自
然
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す 。

た
か
な
わ
会
で
は
こ
れ
ま
で
も
熊
本
地
震

の
震
災
復
興
支
援
な
ど
に
取
り
組
み 、

会

員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た 。
御
礼
を
申
し
上

げ
る
と
同
時
に 、

今
後
も
積
極
的
に
社
会

活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で 、

発行日 2018年（平成30) 8月31日
発行所たかなわ会
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重
ね
て
の
ご
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す 。

我
々
に
と
っ
て
社
会
活
動
と
は 、

正
に

東
海
大
学
の
創
立
者・
松
前
重
義
先
生
が

掲
げ
ら
れ
た
「
建
学
の
精
神」
の
実
現
に

寄
与
す
る
た
め

のも
の
で
す 。
よ
り
良
い

文
明
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て 、

地
域
と

連
動
し 、

母
校
と
協
力
し
て
若
い
人
材
を

育
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す 。

卒
業
生
と
し
て
の
経
験
を
背
景
に
「
物

事
の
本
質」
を
大
切
に
し
て 、

地
域
や
母

校
に
具
体
的
な
提
案
を
し
て
行
き
た
い
と

思
う
次
第
で
す 。

現
場
の
皆
さ
ま
に
は 、

ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

存
じ
ま
す
が 、

我
々
の
真
意
を
ご
高
察
い

た
だ
き 、

共
に
歩
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す 。
合
わ
せ
て 、

皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す 。

一
一

東
海
大
学
高
輪
排
球
部
が
創
部
叩
周
年

を
迎
え 、

記
念
式
典・
懇
親
会
が
5
月
四

日
に
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た 。
今
回
の
記
念
事
業
は 、

短
期
大
学
部

時
代
か
ら
の
O
B
・
O
G
と
現
在
の
高
輪

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
と
の
共
催
で 、

記
念
誌

が
発
行
さ
れ 、

新
し
い
部
旗
が
寄
贈
さ
れ

た
ほ
か 、

当
日
は
親
善
試
合
も
行
わ
れ
ま

し
た 。

高
輪
バ
レ
ー
部
が
創
部
叩
周
年
の
記
念
式
典
を
開
催

ま
た
式
典
で
は 、
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
が

愛
好
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
半
世
紀
前
か

ら
同
部
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
終
身
名
誉
顧

問
の
西
脇
寓
祐
先
生
（
初
代
顧
問）

に

感
謝
状
を
贈
呈
し 、

懇
親
会
で
も
慎
か
し

い
関
係
者
と
と
も
に 、
O
B
・
O
G 、

現

役
の
学
生
た
ち
が
懇
親
を
深
め
ま
し
た 。

な
お 、
西
脇
先
生
よ
り
以
下
の
ご
挨

拶
（
抜
粋）

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 。

V
O
B
・

O
G
の
皆
さ
ま 、

い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か 。
ま
す
ま
す
ご
健
勝

に
て
ご
繁
栄
の
こ
と 、
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す 。

私
が
高
輪
校
舎
に
奉
職
し
た
の

が
1
9
6
9
年
で
し
た
か
ら 、
文
字
通
り 、

東
海
大
学
と
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
に
半
生
を

捧
げ
た
こ
と
に
な
り
ま
す 。

こ
の
印
年
の
聞
に 、

短
大
リ
ー

グ
で
の

活
躍
や
学
生
の
成
長
を
間
近
に
見
て
ま

い
り
ま
し
た 。
今
で
は
短
大
か
ら
学
部
に

改
組
さ
れ
ま
し
た
が 、

約
5
0
0
名
の
O

B
・
O
G
の
皆
さ
ま
が 、
バ
レ
ー

ボ
ー

ル

部
の
精
神
と
伝
統
を
今
も
高
輪
校
舎
に

受
け
継
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

頼
も
し
く
思
い
ま
す 。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
を
申

し
上
げ 、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
の
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す 。



大
竹
さ
ん
を
偲
ぶ
会
を
開
催

松
本
副
会
長
も
ご
逝
去

た
か
な
わ
会
の
皆
さ
ま
に
と
て

も
残
念
な
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。
た
か
な
わ
会
を
古
く
か
ら
支

え
て
来
ら
れ
た
大
竹
義
則
副
会
長

が
今
春
、
松
本
弘
副
会
長
が
今
年

6
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
お
二
方
と
も
ど
遺
族
の
み
で

葬
儀
を
営
ま
れ
、
四
十
九
日
法
要

も
終
え
ら
れ
た
後
に
本
会
に
ご
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
か
な
わ
会
で
は
、
大
竹
義
則

副
会
長
を
偲
ぶ
会
を
7
月
凶
日
に

東
海
大
学
校
友
会
館
で
執
り
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
学
校
法
人
東
海

大
学
の
松
前
達
郎
総
長
な
ら
び
に

東
海
大
学
同
窓
会
の
高
野
吉
太
郎

会
長
か
ら
献
花
や
弔
電
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
在
り
し

日
の
大
竹
さ
ん
の
お
写
真
が
並
べ

ら
れ
、
共
に
た
か
な
わ
会
そ
盛
り

上
げ
て
き
た
役
員
ら
が
、
思
い
出

話
で
大
竹
さ
ん
を
偲
び
ま
し
た。

な
お
、
松
本
副
会
長
の
ご
卦
報

は
、
大
竹
さ
ん
の
偲
ぶ
会
の
後
に

伺
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
開
催

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
ホ
l
ムペ
i
ジ
等

で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

月31日

E気付

§ 2-6-25 

（株） 内

四
年
度
総
会
を
開
催

た
か
な
わ
会
の
総
会
を
2
0
1
8
年
3

月
げ
日
に
東
海
大
学
校
友
会
館
で
開
催

し
、
左
記
の
4
議
案
が
す
べ
て
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た。

＠
2
0
1
7
年
度
事
業
報
告

＠
2
0
1
7
年
度
収
支
決
算
報
告

＠
2
0
1
8
年
度
事
業
計
画
と
課
題

。2
0
1
8
年
度
事
業
予
算
計
画
案

事
業
報
告
で
は
、
母
校
の
建
学
百
周
年

記
念
事
業
募
金
に
寄
付

（
叩
万
円
）
し
た

こ
と
、
第
5
回
高
輪
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
し
た
こ
と、

情
報
通
信
学
部
や
地
域
と

の
連
携
強
化
に
努
め
た
と
と
、
熊
本
震
災

復
興
支
援
を
継
続
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

20 .ooa 総会建掌療忘年金

168 000 たカ伝わ便り朱同封

1100001 たか伝わ便り未燭鑑

4,000J__j偏重盟主主豊一一一一ー1

11民堕山一星空祭時肉籾j留保 ｜ 
削

ai.jp/ 

・圃・・・・・
夜
毎
た
詳
革
命
1F 
求

心
司
芋

高
輪
バ
レ
ー
部
が
創
部
叩
周
年
の
記
念
式
典
を
開
催

事
業
計
画
で
は
、
同
年
度
も
日
月
3
日

に
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
高
輪
カ
ミ
ン
グ

デ
1
」
を
開
催

す
る
こ
と
、
広

報
活
動
（
会
報

発
行

・
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
運
営
な

ど
）
の
強
化
を

図
る
こ
と
、
ク

ラ
ブ
O
B
・
o

G
会
組
織
の
拡

充
を
目
指
す
こ

と
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

財産

科 目 金額

現 金 312,327 

普通預金
金融機関みずほ銀行麻布支店 。
口座番号 0040965

般振替口座
高給郵便局郵便振替

2,743.490 
口座審畏 00I 00-7-702746 

貴重合計 3,055,817 

目録
2017年3月31臼現在の残高（単位 円）

日.,., ....... 7,' ..... ·~ -., ... ,.,. ぜ T 、，，， M 咽】 F 、 、干巴・＂

科目 2017年度決算 2018年度予算 国豊奥 ｛司〉ー②） 備 考

収 入 田 部

運曾，奮励賞｛催事会費 99,000 100.000 1.000 
錐待会費 32000 100000 68.000 高幡どより掻込用銀開封

広告収入 。 55000 -55.000 HPパナー広告

鍾収入 54叩 O 50000 4000 

術前本年度恒蝿興支越掴金募金
82.000 100.000 -18.000 

3974朋 6 3055817 918 189 

取入合計 4.241.006 3.480.817 780,189 

支 出町都

総会懇領会費 92 318 100,000 -7 682 
クラス・OB金橿助費 104147 150000 -45.853 高繍排琢部so周年視含む

学園彦外費 59.900 100000 -40 100 
量産学祭，e 277 513 200,000 77.513 
印刷費 108000 120000 12,000 
会路運営健 24795 50000 -25.205 
3縄経品費 2 916 10,000 -7084 

通信遺訓E’R 15 600 20.000 -4400 
棟賓交通費 。 10000 -10000 
繍ヨ修復興支優 。 代到0000 100.000 九州意向!T鯵

7翌5年周度年組配益念金他予備費
500凹 O 100000 400.000 高値マゲロ解体憧事費用

3.055817 25凹 817 5550凹

支幽合計 4241回6 3 460817 780,189 

古
車
や
学
「
↑
t
nノ長
一交
を
国
斤
－こ
主
亡
ま
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学
校
法
人
東
海
大
学
が
2
0
1
7
年
度

に
建
学
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学
園
で

は
こ
の
大
き
な
節
目
を

1
0
0
周
年
に

向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、

様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
。
昨
年
日
月
1

日
の
建
学
記
念
日
に
は
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

で

「建
学
日
周
年
記
念
式
典
」
が
、
多
く

の
来
賓
を
迎
え
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
松
前
達
郎
総
長
は
不
変
の
「
建

学
の
精
神
」
の
も
と
に
築
い
て
き
た
歴
史

を
振
り
返
り
、
松
前
義
昭
理
事
長
は
建
学

1
0
0
周
年
に
向
け
た
総
合
戦
略
と
し
て

策
定
し
た

「
学
園
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

発
表
し
て
学
園
の
歩
む
べ
き
方
向
を
示
し

ま
し
た
。
な
お
、
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
建
学
百
周
年
記
念

事
業
募
金
に
は
幻
億
円
を
超
え
る
浄
財
が

集
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

東
海
大
学
の
公
主
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ニ
ュ
ー
ス
一
覧
（
今
年
度
の

一
部
）
で
す
。

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
現
在
、
情
報
通

信
学
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
専
門
教
育

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
と
連
動
し
た

社
会
教
育
も
熱
心
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
自
主
性
を
育
む
活
動
も

多
様
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
ぜ
ひ
ご

一
読
下
さ
い
。

V
大
学
院
情
報
通
信
学
研
究
科
の
学
生

が
回
路
や
シ
ス
テ
ム
、
通
信
技
術
に
関
す

る
国
際
会
議
で
研
究
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

v
d
片言
ω名曲
共
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が

「た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

V
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
、か
の
の
l

〉
河
叶
∞
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

．．．．．．．．．．．． 

情
報
通
信
学
部
の
実
験
室
が

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
ま
し
た

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
の
l
号
館
地
下
2
階

に
あ
る
、
情
報
通
信
学
部
の
各
学
科
で
使

用
す
る
実
験
室
、か
リ
ニ
ュ
！
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
・
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
l
ニ
ン
グ
実
習
室

（mm
室）」

．．．．．．．． 

詰
片
祐
問

4
P
件子
将
、作
居
直
杉

σ，空
租
ヌ

ポ
l
ツ
の
結
果
な
ど
も
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
た
か

三
件
沖
海
ヰ
人

l
ド
キ
メ
・ーバ

マ
丈
、
ン

ン
の
配
信
な
ど
）
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は、

3
台
の
4
K
3
Dプ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

が
投
影
す
る
映
像
と

3
D
音
響
に
よ

っ

て
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

が
実
現
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
大
学

で
は
初
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ヨ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
設
備
を
導
入
し
た
実
験
室
も
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
で
開
設

叩
周
年
を
迎
え
た
情
報
通
信
学
部
で
は
、
、

－o叶
（
－2
2コ
巾
門

O
『叶
2
5∞
凶
）
な
ど
の
最

先
端
技
術
を
専
門
に
学
習
で
き
る
設
備
の

ほ
か
、
文
部
科
学
省
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

g
E叶
の
連
携
校
と
し
て
、
自
ら
問

題
を
発
見
し
解
決
し
て
い
く
能
力
を
育
成

す
る

沼
凶
戸
（
司
与
0
3
∞
印
自
己

Zω
門邑ロ
∞）

を
取
り
入
れ
た
学
習
方
法
も
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

東
海
大
学
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

V
同
窓
会
設
立
花
周
年
記
念
事
業

2
0
2
0年
に
迎
え
る
東
海
大
学
同
窓

会
設
立
百
周
年
記
念
事
業
の
概
要
が
、

6

月
の
今
年
度
代
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。未

来
に
向
け
た
同
窓
会
運
営
の
基
本
理

念
を
示
す
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

会
員
の
帰
属
意
識
や
参
加
意
欲
を
高
め
ら

れ
る
会
運
営
や
活
動
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
て
い
く
内
容
で
す
。
東
海
カ
1
ド

の
改
善
や
会
報
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
、
新
し

い
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
、
イ
ベ
ン
ト

の
創
設
な
ど
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

V
同
窓
生
対
象
の
望
星
丸
タ
ヒ
チ
航
海

東
海
大
学
の
海
外
研
修
航
海
が
来
年
の

航
海
で
印
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
て
、
同
窓
会
員
も
乗
船
で
き
る

「望

星
丸
」
の
記
念
航
海
が
来
年
1
月
か
ら
2

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
。
詳
細
は
検
討
中
で
す
が
来
年
1
月

引
日
に
横
浜
港
を
出
港
し
、

1
月
却
日
に

マ
ジ
ュ
ロ
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）
に
寄
港、

2
月
8
日
に
タ
ヒ
チ
（
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ

ネ
シ
ア
）
に
入
港
す
る
予
定
。
申
し
込
み

方
法
は
、
同
窓
会
ホ

l
ム
ペ

i
ジ
や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。



建
学
祭
期
間
中
に

高
輪
力
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

今
年
も
建
学
祭
期
間
中
に
第
6
回
高
輪

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
建
学
祭
が
開
催
さ

れ
る
日
月
3
日
（
祝

・
土
）
に
、
卒
業
生

が
母
校
に
集
う
催
し
と
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
も
、
同
窓
会
員
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
皆
様
を
お
招
き
す
る

「高
輪
キ
ャ
ン

パ
ス
お
も
て
な
し
フ
ェ
ア
」
と
し
て
開
催

す
る
計
画
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
元
の
方
々
に
感
謝
を
し
、

さ
ら
に
交
涜
を
深
め
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

第b園高輪拘ミンゲ号一

圃圃・・・・・・・・・・一

建学祭・東海大神輿

御神輿巡行

集合

10: 30～12: 30 

10: 00 

会場： 3号館4階回＝＝

たかなわ会臨時総会

高輪キャンパス

おもてなしフェア

12: 00～13: 00 

13: 00～15: 00 

三学

司年

会
費
は
た
か
な
わ
会
関
係
者
な
ら
び
に

東
海
大
学
同
窓
生
は
3
0
0
0
円
で
、
そ

の
う
ち
1
0
0
0
円
を
今
回
も
熊
本
地
震

の
復
興
支
援
金
と
し
て
継
続
し
て
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
地
域
の
皆
様
に

も
会
費
と
し
て

1
0
0
0
円
の
復
興
支
援

金
を
お
預
か
り
し
ま
す
）
。
ぜ
ひ
ご
参
集

く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
学
祭
で
は
今
回
も
、
た
か
な

わ
会
と
地
域
が
協
力
し
て
東
海
大
御
神
輿

の
巡
行
を
行
い
ま
す
。
更
衣
室
も
あ
り
ま

す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス
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U
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「たかなわ会」のホームページをご覧ください
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昨
年
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
た

「た

か
な
わ
会
の
ホ

1
ム
ベ

1
ジ
」
は

も
う
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
「
た
か

な
わ
キ
ャ
ン
パ
ス

『
建
学
祭
』
」

の
ペ

l
ジ
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
は
も
ち
ろ

ん
、
昨
年
の
お
写
真
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
当
日
の
様
子
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
は
会

員
か
ら
の
投
稿
を
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
た
か
な
わ
会
掲
示
板
に
は
、

東
海
大
学
や
付
属
高
校
の
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
結
果
な
ど
も
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
た
か

が は
投、

自影 3
2す 台
Fるの
コ映 2
；像 3

と二
~ 三ラ

υ ロ
L乙

里ン
幸苦エ

ノ に ク
雪 よ 夕
日 つ ｜

な
わ
会
の
歴
史
や
組
織
構
成
も
ご

紹
介
し
、
各
年
度
の
活
動
報
告

・

収
支
決
算
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る

会
報
「
高
輪
だ
よ
り
」
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
（
2
0
1
1年
度
以
降
）

も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
し
て
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
乙
れ
か
ら
も
内
容
を

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
た
か
な
わ
会
が
所
属
し

て
い
る
東
海
大
学
同
窓
会
の
本
部

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
は
、
同
窓
会
員

を
対
象
と
し
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

（
東
海
カ

l
ド
や
メ

l
ル
マ
ガ
ジ

ン
の
配
信
な
ど
）
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
海
大
学
同
窓
会
の
お
知
ら
せ


